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１ 調査・研究

(1) 調査・研究

研 究 の 概 要
研 究 課 題

研究テーマ 内 容

①生涯学習の振 地域の生涯学習の拠点として、従来から大きな役割を担地域の生涯学

興に関する調 推進に向け っている公民館や生涯学習センター、図書館等の施設に加習

査研究 た えて、新たな学習活動の広がりを創出するために高等学校産学官の連

等を地域の拠点とした学習プログラムを開発する。携による学習

プログラムの

開発に関する

＊概要はＰ２～３を参照調査研究

②当面する課題 学習成果を活 市町村（広域を含む）やＮＰＯ・民間団体等との連携・

に関する調査 用して地域活 ネットワークを構築しながら、学習成果を活用して地域活

研究 動に参画する 動やまちづくりに貢献する人材を育成する学習プログラム

人材を育成す を開発する。

る学習プログ

ラムの開発に

関する調査研

究 ＊概要はＰ４～５を参照



①生涯学習の振興に関する調査研究 

「地域の生涯学習推進に向けた産学官の連携による学習プログラムの開発に関する調査研究」（２年次）の概要 

１ 調査研究内容 

  地域の生涯学習の拠点として、従来から大きな役割を担っている公民館や生涯学習センター、図書館などの施設に加えて、 

 新たな学習活動の広がりを創出するために高等学校等を地域の拠点とした学習プログラムを開発する。 

 

２ モデルプログラムのイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ モデル事業の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 今後の方向性 

 
 
 

むかわ町のモデル事業 【中・高校生リーダー養成研修事業】 

第１回 中・高校生リーダー養成研修事業   場所：穂別高等学校 

穂別地区：田んぼdeミュージカル（地域の高齢者・団体）の参画 
・<グループワーク> ショートストーリー作成 

・参加者をグループに分けて、一人の人生の歩みを各年代に割り振り、創作しプレゼンする。 

学校（中・高） 企業・団体等 むかわ町 

田んぼdeミュージカル委員会 

果夢工房・四季の館 

（家庭教育サポート企業） 

平成２６年１月１８日（土） 

企画検討会議（産学官）（計３回） 

穂別中学校 

鵡川中学校 

穂別高等学校 

鵡川高等学校 

むかわ町・むかわ町教育委員会 

（支援：北海道立生涯学習推進センター） 

Ｈ２５.９月～１０月  各関係機関への依頼 

Ｈ２５.１１.１３   第１回企画検討会議 

Ｈ２５.１２.１３   第２回   〃 

Ｈ２６. １.２３   第３回   〃 

第２回 中・高校生リーダー養成研修事業   場所：鵡川高等学校 

鵡川地区：果夢工房・四季の館（企業）の参画 
・<グループワーク> 名産ししゃもやメロン等をいかした料理のレシピづくり 

・参加者をグループに分けて、レシピを創りプレゼンする。 

平成２６年２月２日（日） 

・まちの産学官の連携を通して、学校や地域が持つ資源を生かした町内中・高校生のリーダー育成を図ることができた。 

・企画検討及び運営に産学官の関係者が集まることで内容の幅が広がり、細部にわたる綿密な打ち合わせが可能になった。 

・参加した中・高校生のアイディアや提案が、企業で実際に採用され自分たちの考えが具現化されるという達成感を味わうことができた。 

・本モデルプログラムをもとに、市町村レベルから管内レベルに拡大した事業を展開し、その成果を道内各市町村へ広く普及する。 

・管内レベルでの産学官の連携をとおして、学校や地域が持つ特色や資源を生かした高校生リーダー養成研修を実施する。 

・将来の地域の担い手である高校生の主体的な活動を重視し、関係者はサポート役に徹する学習プログラムを開発し普及する。 

成果 

産 学 官 



づと４道ぶ釘新聯り満我ぺ）

　平臨絹２り卵（抑

産
学
官
連
携
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
む
か
わ
町
中
高
リ
ー
ダ
ー
交
流

活
動
を
展
開
。
地
域
特
産
の
し

し
ゃ
も
を
使
っ
た
「
し
し
ゃ
も

コ
ロ
ッ
ケ
」
が
メ
ニ
ュ
ー
に
採

用
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
へ
の
具

体
的
な
成
果
を
得
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
度
。

　
「
生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る

調
査
研
究
」
を
実
施
。
研
究
テ
ー

マ
に
「
地
域
の
生
涯
学
習
推
進

に
向
け
た
産
学
官
の
連
携
に
よ

る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

関
す
る
調
査
研
究
」
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
む
か
わ
町
教
委
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
を
踏
ま
え
、
産
学
官

道立生涯学習
推進センター

を
考
案
。
審
査
の
結
果
、
地
元

産
の
し
し
ゃ
も
を
使
っ
た
「
し

し
ゃ
も
コ
ロ
ッ
ケ
」
が
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
に
採
用
さ
れ
、
近
く
提

供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
「
パ
ン
プ
キ
ン
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
と
「
チ
ー
ズ
ー
ｎ
牛
コ
ロ

バ
ー
ガ
ー
」
も
、
改
良
を
加
え

た
上
で
、
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
提
供
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
。

　
大
人
で
は
発
想
で
き
な
か
っ

た
レ
シ
ピ
の
数
々
に
は
、
審
査

に
当
た
っ
た
斎
藤
支
配
人
な
ど

も
、
そ
の
貳
ら
か
い
発
想
”

に
驚
い
た
様
子
。
生
徒
た
ち
も
、

自
分
た
ち
の
レ
シ
ピ
が
採
用
さ

れ
た
感
動
を
胸
に
、
つ
ぎ
の
活

動
へ
の
意
欲
が
高
め
ら
れ
た
。

　
今
回
の
活
動
で
は
、
地
域
の

産
学
官
の
支
援
を
受
け
、
中
・

高
校
生
が
地
域
づ
く
り
に
具
体

的
に
貢
献
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
支
援

に
当
た
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
深

田
慎
也
主
査
は
、
「
生
徒
た
ち

は
、
活
動
を
通
し
て
表
情
や
行

動
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
得
た
も
の
を
学
校
に

帰
っ
て
か
ら
発
揮
し
て
ほ
し

い
。
将
来
的
に
は
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
、
ま
た
、
「
企
業
と
学
校

が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
通

し
て
ネ
ッ
ト
フ
ー
グ
を
広
げ
る

な
ど
、
産
学
官
の
連
携
を
一
層

強
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
、
地
域
づ
く
り
の
一
層
の
広

が
り
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

担
い
手
育
成
に
具
体
的
成
果

若
者
間
の
新
た
な

絆
を
生
み
出
す
』

　
「
地
域
特
性
を
活

か
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
、

地
元
の
魅
力
の
気

付
き
を
促
す
」

９
９
　
ｙ
ｌ
ｌ
ｉ
　
Ｖ
１
１
Ｘ
　
ｌ
Ｓ

方
を
共
有
し
、
整

’

理
す
る
た
め
に
必

｀

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
を
学
ぶ
」
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
交
流
事
業
を
町
教
委

と
町
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会

の
主
催
で
実
施
。

　
一
月
十
八
日
、
穂
別
高
校
で

開
い
た
第
一
回
交
流
事
業
で

は
、
田
ん
ぼ
ｄ
ｅ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
委
員
会
が
も
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
短
編
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
ろ

う
／
」
に
挑
ん
だ
。

　
中
・
高
生
考
案

　
レ
シ
ピ
を
採
用

　
今
月
二
日
、
鵡
川
高
校
で
開

い
た
第
二
回
交
流
事
業
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
元
づ
く

し
☆
ク
ル
メ
レ
シ
ピ
を
考
え
よ

う
丿
」
を
実
施
＝
写
真
＝
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
む

か
わ
町
教
委
の
神
田
順
之
主
任

が
フ
ァ
シ
リ
デ
ー
タ
ー
を
務

め
、
中
・
高
校
生
二
十
五
人
が

七
班
に
分
か
れ
て
活
動
。

　
果
夢
工
房
の
斎
藤
真
一
支
配

人
か
ら
ジ
シ
ピ
デ
ビ
ュ
ー

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
た
あ
と
、
地
域

な
ら
で
は
の
食
材
を
洗
い
出

し
、
四
季
の
館
で
提
供
す
る
食

事
、
デ
ザ
ー
ト
、
総
菜
の
レ
シ

ビ
づ
く
り
に
挑
ん
だ
。

　
各
班
で
は
、
特
に
高
校
生
が

り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

自
由
な
発
想
で
様
々
な
レ
シ
ピ

プ
に
よ
る
議
論
か

ら
、
他
者
の
考
え

　
道
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
が
本
年
度
実
施
の
「
生
涯

学
習
の
振
興
に
関
す
る
調
査
研

究
」
で
支
援
し
て
い
る
む
か
わ

町
教
委
の
中
高
リ
ー
ダ
ー
交
流

事
業
。
産
学
官
が
連
携
し
て
企

甲
運
営
す
る
交
流
事
業
で
は
、

町
内
中
・
高
校
四
校
の
生
徒
会

役
員
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
地
元
・
む
か
わ
温
泉
四
季
の

館
で
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
レ

シ
ピ
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。
中
・

高
生
は
、
同
年
代
の
若
者
や
地

域
住
民
と
つ
な
が
り
を
広
げ
、

地
域
の
良
さ
に
気
付
き
な
が
ら

の
連
携
を
導
入
し
、
中
高
リ
ー

ダ
ー
交
流
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。
　
産
と
し
て
、
高
齢
者
を
中
心

に
映
画
づ
く
り
を
進
め
る
田
ん

ぼ
ｄ
ｅ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
委
員
会

と
、
む
か
わ
温
泉
四
季
の
館
な

ど
を
経
営
す
る
㈱
果
夢
工
房
、

学
と
し
て
、
町
内
の
穂
別
高

校
、
鵡
川
高
校
、
穂
別
中
学
校
、

鵡
川
中
学
校
の
四
校
、
官
と
し

て
、
町
、
町
教
委
、
同
セ
ン
タ
ー

が
参
加
。

　
　
「
町
内
中
高
生
の
つ
な
が
り

の
場
を
提
供
し
、
次
代
を
担
う

「
フ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ノ
．



- 4 -

②当面する課題に関する調査研究

「学習成果を活用して地域活動に参画する人材を育成する学習プログラムの開発に関する調

査研究」の概要

１ 調査研究内容

２ テーマ設定の背景

３ 調査研究と普及の方法

市町村やＮＰＯ・民間団体等との連携・ネットワークを構築しながら、学習成果を活用して地域活動

やまちづくりに貢献する人材を育成する学習プログラムを開発し、市町村等に普及することにより、地

域の学習活動の活性化を図る。

《国・道の答申・提言等》 《市町村の現状》

○新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について

（中央教育審議会答申 （H20））

「各個人が自らのニーズに基づき学習した成果を社

会に還元し、社会全体の持続的な教育力の向上に貢

献するといった知の循環型社会を構築する」

○地域の教育力の向上を目指した本道における生涯学

習の在り方（北海道生涯学習審議会答申 （H21））

「地域の教育力を向上させていくためには、自らの

知識・技術・経験や学習した成果を地域の中で十分

に生かすことができる環境づくりを進めていかなけ

ればならない」

○生涯学習に関する住民の意識調査（北海道教育庁生

涯学習推進局生涯学習課 （H24））

「学習成果をまちづくりやボランティア活動などに

生かしている地域住民の割合」

・平成１８年度：２０．３％

・平成２３年度：１８．７％

※知の循環型社会の構築が進んでいるとは言い難い

状況

研究テーマ

「学習成果を活用して地域活動に参画する人材を育成する学習プログ

ラムの開発に関する調査研究」

【理論編】

文献、資料、先行研究等にもとづき、学習成果

を活用して地域活動に参画する人材を育成する学

習プログラムの開発が求められる背景や重点等を

整理する。

【実践編】

人材の育成に取り組む市町村と協力して、住

民参画を促す学習プログラムを開発し、その実

践を視察して効果を検証する。

＊協力市町村・団体

①沼田町

②十勝３町（上士幌町、鹿追町、新得町）

【調査研究報告書 （案）】

〈理論編〉

・学習成果の活用が求められる背景とその意義

・学習と学習成果の活用の関係

〈実践編〉

・沼田町と十勝３町の実践概要

〈考察〉

・成果と課題

＊データで作成し、３月末にＨＰに掲載するとともに市町村等へ配信
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学習プログラムの実践概要 

１ 沼田町 

（１） 事業名「沼田町の将来を担う町づくりリーダー養成塾」 

（２） 事業の目的 

町の事業企画をとおして、地域発信力に関するスキルの習得や受講者（町内の青年組織）のネ

ットワーク化を図り、将来の沼田町の活性化を担う青年層を育成する。 

（３） 事業の展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 十勝３町（上士幌町、鹿追町、新得町） 

（１） 事業名「上士幌町、鹿追町、新得町３町連携青年育成事業」 

（２） 事業の目的 

青年層の育成について同様の課題を持つ上士幌町、鹿追町、新得町の近隣３町が合同で研修を

行い、互いのスキルやノウハウを学び合うことにより、地域のリーダーとしての青年層を育成す

る。 

（３） 事業のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習プログラムの流れ 

町の事業企画の流れ 

･意欲喚起 

･イメージづくり 

･討議法 

･合意形成 

･プレゼン 

テーション 

･企画の方法 

･ふり返り 

地域への参画 

意欲を高める 

効果的な地域

発信を考える 

グループの案

を発表する 

事業化に向け

て準備する 
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で
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町
で
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(2) 企画・研究相談

ア 事業概要

事 業 の 概 要
事 業 名

期 間 対 象 内 容

企画・研究相談 通 年 市町村・市 市町村教育委員会等の生涯学習・社会教育に関す

町村教育委 る相談に応じ、指導及び助言を行う。

員会職員、 ・生涯学習、社会教育の推進に関すること。

、 。生涯学習指 ・生涯学習 社会教育の調査・研究に関すること

、 。導者等 ・生涯学習 社会教育の文献・資料に関すること

イ 相談状況

計 （H24） 計 （H24）項 目 項 目

１ 道民 ８ ３ １ 文献・資料 ２４ １７

２ 行政 ９０ ９１ ２ ７ １２
所

（市町村教育委員会等） 生涯学習計画・社会教育計画

３ 学校 ９ ９ ３ 社会教育調査・評価 ２ ３相
４ 各種団体 ７ ３ ４ 施設・団体 ８ ６

属 談
（ ）社会教育関係団体等

５ その他 ０ １ ５ 学習機会・各種事業 １４ １１
内

計 １１４ １０７ ６ 講師・指導者 ３０ ２３
容

＋７ ７ 資格・各種制度 １２ １１前年比増減

８ その他 １７ ２５

計 １１４ １０８

＋６前年比増減

※ 一件の相談に対して、複数の相談内容が含まれるものもあったため、

「所属」と「相談内容」の計は一致しない。
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２ 指導者の養成・研修

主催研修事業 ※「受講者数/定員」の( )内は平成24年度実績(1)

事 業 名 期 日 / 対 象 内 容受講者数 定員

課 題 対 応 型 札幌市 60/40 市町村・市町 〔研修テーマ〕
学 習 活 性 化 9月 5日(木) (29/40) 村教育委員会 本格的な高齢社会における高齢者の
セ ミ ナ ー ～6日(金) 職員、各種審 社会参加支援のあり方

（2日間） 議会委員、各 ～ＮＰＯ民間団体等と行政の効果的
種指導者、民 な連携に向けて～
間団体（NPO、 〔基調講義〕
社会教育関係 ＮＰＯと行政の連携による高齢者の
団体、まちづ 社会参加促進方策
くり活動実践 杉岡 直人 氏北星学園大学教授
者等）ボラン 〔実践発表〕
ティア）関係 ①男声読み聞かせ隊事務局長
者 その他 ボ 近藤 哲夫 氏、 （

山菜料理の店高齢者コミュニティビジネス・麻の会代表ランティア活 ②
動や地域活動 赤崎 寿子 氏

特定非営利活動法人しらおい創造空間「蔵」理事長に関心のある
方）等 坂本 譲 氏

演劇企画集団「銀の会」事務局長③
秋元 博行 氏

〔研究協議〕
高齢者の社会参加促進におけるＮＰ
Ｏ、民間団体等と行政の効果的な連
携について

推進センター職員
〔特別講演〕

絵本の里２６年「映画じんじん」ま
での道のり～お年寄りの方たちの地
域づくりにおける役割～
けんぶち絵本の里を創ろう会初代会長

氏高橋 毅
〔会場〕かでる２・７

遠隔学習プログ 札幌市 59/30 市町村・市町 〔研修テーマ〕
ラム研修講座 10月25日(金) 村教育委員会 生涯学習推進における遠隔学習の可

1日間 職員、民間団 能性を探る（ ）
体（ＮＰＯ、 〔基調講義〕
ボランティア 生涯学習推進における遠隔学習の可
等）関係者、 能性
学校職員、そ ～インターネットを活用した遠隔学
の他（ボラン 習に取り組むために～
ティア活動や 青山学院大学准教授
地域活動に関 野末 俊比古 氏
心のある方、 〔実践発表〕
地域の学習リ インターネットを活用した遠隔学習
ーダー）等 の実践

①道立生涯学習推進センター
センター職員

②富山 市民塾推進協議会インターネット
柵 富雄 氏

〔演習〕
地域の実態に即した遠隔学習プログ
ラムの企画・立案

推進センター職員
〔会場〕かでる２・７
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生涯学習推進 倶知安町 19/30 市町村・市町 〔研修テーマ〕
基 本 講 座 12月 5日(木) 村教育委員会 住民参画を促す生涯学習の推進

道央会場 ～ 6日(金) 職員、各種審 ～計画策定から事業の企画・評価（ ）
（2日間） 議会委員（社 まで～

会教育委員、 〔説明〕
生涯学習審議 道内の生涯学習事業の事例をとおし
会委員など 、 て）
生涯学習関連 推進センター職員
施設 児童館 〔実践発表〕（ 、
勤労青少年セ 地域づくりへの住民参画を促す生涯
ンターなど） 学習事業
職員等 ①真狩村教育委員会 本間 亨氏

② 本間 真氏黒 松 内 町 教 育 委 員 会
③ 松本 遊氏神 恵 内 村 魅 力 創 造 研 究 会

〔研究協議①〕
住民参画に至るプロセスについて

推進センター職員
〔研究協議②〕

住民参画の促進に向けて
推進センター職員

〔会場〕後志教育研修センター

道東会場 帯広市 31/30 〔研修テーマ〕（ ）
6月21日(金) (28/20) 住民参画を促す生涯学習の推進

１日間 ～計画策定から事業の企画・評価（ ）
まで～

〔研究協議①〕
Ａコース「事業企画について」

推進センター職員
Ｂコース「社会教育計画立案等につ

いて」
推進センター職員

〔研究協議②〕
住民参画に向けた事業企画について

推進センター職員
〔会場〕十勝合同庁舎

道南会場 函館市 17/30 〔研修テーマ〕（ ）
10月11日(金) (25/20) 住民参画を促す生涯学習の推進

（1日間） ～計画策定から事業の企画・評価
まで～

〔講義〕
住民参画を促す生涯学習の推進に
ついて

推進センター職員
〔情報交流〕

生涯学習事業の事例をとおして
推進センター職員

〔研究協議〕
生涯学習・社会教育の推進に向けて

推進センター職員
〔会場〕渡島総合振興局

（道北会場） 旭川市 21/30 〔研修テーマ〕
7月 5日(金) (13/20) 住民参画を促す生涯学習の推進

１日間 ～計画策定から事業の企画・評価（ ）
まで～

〔講義〕
住民参画を促す生涯学習の推進に
ついて

推進センター職員
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〔講義・演習〕
ファシリテーターの役割及び手法に
ついて

推進センター職員
〔研究協議〕

住民参画に向けた事業企画について
推進センター職員

〔会場〕上川合同庁舎

合 計 88/120（ ）
(66/60)

〔研修テーマ〕生涯学習推進 札幌市 34/30 市町村・市町
住民参画を促す生涯学習の推進専 門 講 座 11月 7日(木） (37/20) 村教育委員会
～住民自ら学び、活動する契機と～8日(金） 職員、各種審

なる学習機会の充実に向けて～（2日間） 議会委員（社
〔基調講義〕会教育委員、

参加と協働のデザイン生涯学習審議
～合意形成のプロセスとは～会委員など 、）

特定非営利活動法人ＮＰＯ研修・情報センター代表理事生涯学習関連
世古 一穂氏施設 児童館（ 、

〔実践発表〕勤労青少年セ
住民との協働の取組ンターなど）
～実践事例に学ぶ～職員等
＜発表者＞
①小平町教育委員会 長澤 政之氏
②羅臼町教育委員会 石崎 佳典氏

〔研究協議〕
プロセス重視の取組に向けて

推進センター職員
〔演習〕

住民の主体的な活動を促す手法に
ついて
有限責任事業組合（ＬＬＰ）
ファシリテーションアイズ理事

篠原 誠氏
吉江 妙子氏

〔会場〕かでる２・７

地域生涯学習 平成26年 257/200 生涯学習・社 〔研修テーマ〕
活動実践交流 2月13日(木) (223/200) 会教育を担当 「新しい公共」の担い手を育む社会
セ ミ ナ ー ～14日(金) する行政職員 教育行政の在り方、

（2日間） 図書館・博物 ～住民の社会参画促進のための社会
館・青少年教 教育施策の展開について～
育施設等の職 〔本セミナー趣旨、研修テーマ等の

〕員、生涯学習 説明及び各ブロック研修等の報告
・社会教育関 ・道南、道央、道北、
係の各種委員 道東ブロック代表者、
生涯学習関係 ・道主事会協議会役員
団体の指導者 ・推進センター職員、
生涯学習実践 〔実践発表・研究協議〕
者等 市町村職員のファシリテーションに

よる１４管内（１４市町村）の事例
発表と協議

〔特別講演〕
限界集落からの脱却
～主役は集落、行政は黒子～
石川県羽咋市教育委員会文化財室長

高野 誠鮮 氏
〔会場〕かでる２・７
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(2) 自主研修団体受入事業
ア 事業概要

事 業 名 期 日 対 象 内 容

自 主 研 修 通 年 市町村・市町村教育委員会 生涯学習・社会教育関係者等が
団 体 受 入 職員、生涯学習・社会教育関 行う自主的な研修に対する助言や

係団体職員等 指導等を行う。

イ 受入状況
(ｱ) 対象別受入状況

道 内 道 外 その他

前年比
対 象 市町村教委 道 教 委 そ の 他 の 社会教育関係 社 会 教 育 企 業 ・

学 校 道 外 その他 合 計 増 減事務局職員 事務局職員 行 政 職 員 各 種 委 員 関 係 団 体 民間事業所

１１ ０ １ ０ ２ ０ ０ １ ０ １５ ＋１H25団体数

９ １ １ ０ １ ２ ０ ０ ０ １４H24団体数

１１ ０ １ ０ ７ ０ ０ １ ０ ２０ △８７H25人数

１９ ７ １ ０ ７０ １０ ０ ０ ０ １０７H24人数

(ｱ) 研修テーマ別受入状況

前年比用 語 文 献 ・ 生涯学習 生涯学習 社会教育 社会教育 社会教育 指 導 者 現 代 的社会教育の内容 学習情報提供 社 会 教 育 の、
テーマ 合 計先進事例 その他

増 減概 念 資 料 全般 計画 調査 計画 施設 養 成 課 題方法、形態 ・学習相談 対 象 の 理 解

０ １ １ ０ １ ０ １ ６ １ ０ １ ０ ０ ３ １５ ＋１H25団体数

０ ０ ４ ２ ２ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １４H24団体数

０ １ ６ ０ １ ０ １ ６ １ ０ １ ０ ０ ３ ２０ △８７H25人数

０ ０ １９ ３ ７６ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ６ １０７H24人数

(3) 職員派遣事業
ア 事業概要

事 業 名 期 日 対 象 内 容

職 員 派 遣 通 年 「職員の講師派遣に関する 生涯学習・社会教育に関す
取扱要領」に基づく対象団体 る研修会等を主催する団体か
が主催（主管）する研修会等 らの要請に基づき、職員を派

遣し、研修会等において指導
や助言等を行う。

イ 派遣状況
(ｱ) 主催者別派遣状況

前年比市町村、市町村 社 会 教 育 学 校 、教
民 間 団 体

国、道、道教
合 計主 催 者

増 減教 育 委 員 会 関 係 団 体 育 研 究 所 育委員会等

２ １０ ０ ０ ７ １９ ＋１H25

４ １２ ０ ０ ２ １８H24

(ｲ) 領域別派遣状況

前年比生涯学習・社 指 導 者 社会教育施 ま ち 家庭教 情報機器 学習情報提供 男女平 青少年 高齢者 生 涯体験活動･ボラ
その他 合 計領 域

増 減会教育の推進 養成・研修 設の運営 づくり 育支援 の 活 用 ・学習相談 等参画 教 育 教 育 スポーツンティア活動

１０ ５ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ １９ ＋１H25

９ ６ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ １８H24
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３ 学習情報の提供・相談

(1) 学習情報提供

事 業 名 期 日 対 象 内 容

道民の様々な学習活動を支援するため、インターホームページ 通 年 道民 行政関係者、 、
ネットで学習情報を提供する北海道の生涯学習情報『生涯学習ほっかい 学校教育関係者、
のポータルサイトを運営している。どう』 社会教育関係団体

URL http://manabi.pref.hokkaido.jp/等
※アクセス数

(件) (件)Topページ サイト内
H25 ６０，７２４ １，７６１，８３５
H24 ５７，９８８ １，４４１，４５５

＋２，７３６ ＋３２０，３８０前年比増減

８月２６日 道民の様々な学習活動を支援するため、情報紙生涯学習情報紙 道民、市町村教
育委員会等 。『北のまなび』発行 第７４号発行 を発行している

学習相談や学習成果の活用を中心に掲載し、セ
１月３１日 ンター事業の利用啓発を行っている他、発行直近
第７５号発行 の研修事業や道民カレッジ情報など、生涯学習に

関わるタイムリーな話題等を掲載している。
３月２０日
第７６号発行

(2) 学習相談
ア 事業概要

事 業 名 期 日 対 象 内 容

学習相談員等により道民の生涯学習活動支援の学習相談 月～金曜日 道民、行政関係
ための学習相談を行う。「 」 、まなびウイング (祝日・休日 者、学校教育関
【相談場所】年末年始を除 係者、社会教育

・かでる2･7ビル8階く） 関係団体等
生涯学習相談室（まなびウィング）9:00～17:00

【相談方法】
・面接による相談（直接来所）
・電話、ファクス、メール等による相談

【相談内容】
・文献･資料、生涯学習計画･社会教育計画、

社会教育調査･評価、施設･団体、学習機会･
各種事業、講師･指導者、資格･各種制度等

イ 相談状況

（ ） （ ）項 目 計 H24 項 目 計 H24

１ 一般道民 ６３ ８１ １ 文献・資料 １ １

２ 行政関係者 ４７ ５９ 相 ２ 生涯学習計画・社会教育計画 ０ ０
所

３ 学校教育関係者 １８ １９ ３ 社会教育調査・評価 ０ ０

属 ４ 各種団体関係者 １６ １６ 談 ４ 施設・団体 １ ０

５ その他 １ ９ ５ 学習機会・各種事業 ３ １

計 １４５ １８４ 内 ６ 講師・指導者 ８０ １０１

△４３ ７ 資格・各種制度 ０ ２前年比増減

容 ８ その他 ６０ ８０

計 １４５ １８５

△４０※ 一件の相談に対して、複数の相談内容が含まれるものも 前年比増減

しない。あったため 「所属」と「相談内容」の計は一致、
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(3) 家庭教育相談
ア 事業概要

事 業 名 期 日 対 象 内 容

家庭教育相談 火～金曜日 子 育 てに関 臨床心理士による無料の相談を行う。
【相談場所】『子育て （祝日・休日、 す る 不安や

・かでる2･7ビル8階 カウンセリング室カウンセリング 年末年始を除く 悩 み を抱く』 ）
13:00 ～ 17:00 親等 【相談方法】

・原則として面接による相談
【申込方法】１回約１時間

・予約受付 毎週月曜日～金曜日 9:00～17:00（要事前予約）
（祝日・休日、年末年始を除く）

電話/FAX：011-261-4545
E-mail：kosodate＠manabi.pref.hokkaido.jp

イ 相談状況
(ｱ) 相談者内訳

性 別 女 性 男 性
前年比計
増 減年 代 20代 30代 40代 50代 不明 小 計 20代 30代 40代 50代 不明 小 計～ ～ ～ ～

＋１４６面 接 ２２ ９５ ２５２ ７６ ０ ４４５ ４８ １ ４ ２１ ０ ７４ ５１９

２０ ５６ １９３ ８０ ２ ３５１ ４ ６ １０ ２ ０ ２２ ３７３（H24）

△ ３６電話等 １ ３ ０ ３ ０ ７ １ ０ ０ ０ ０ １ ８

１０ ９ １ ２ １ ２３ １９ ２ ０ ０ ０ ２１ ４４（H24）

＋１１０計 ２３ ９８ ２５２ ７９ ０ ４５２ ４９ １ ４ ２１ ０ ７５ ５２７

３０ ６５ １９４ ８２ ３ ３７４ ２３ ８ １０ ２ ０ ４３ ４１７（H24）

(ｲ) 相談内容等（重複あり）

（H24） 電話等 （H24） （H24）項 目 面接 計
育児 ２１ １４ ０ ２ ２１ １６

親 しつけ ６０ ２３ ０ １ ６０ ２４
虐待 ０ ０ ０ ０ ０ ０子 （身体・性・心理・ネグレクト）
性教育 ０ ０ ０ ０ ０ ０
家族関係（父母・兄弟姉妹） １８７ １４７ ４ ４ １９１ １５１関

係 発達 １６１ １３４ １ １９ １６２ １５３
その他 ３ １ ３ ０ ６ １
不登校 １２２ ９７ ０ １２ １２２ １０９

学 いじめ ４ １ ０ ０ ４ 1
友人関係 ２６ １８ ０ ６ ２６ ２４

校 進路 １６ ３６ １ ３ １７ ３９
学業 ３０ １３ ０ １ ３０ １４関
学校（担任）への不満 ９ ９ １ ０ １０ ９

係 学級への不満 ０ ０ ０ ０ ０ ０
その他 １６ １ ０ ０ １６ １
異性問題 １ ０ ０ ０ １ ０

救 非行・暴力 １ ０ ０ ０ １ ０
外泊 １ ０ ０ ０ １ ０
家出 ０ ０ ０ ０ ０ ０護

性格・行動（内気・反抗・習癖） ４２ ４６ ０ ０ ４２ ４６
たばこ・飲酒 ７ ０ ０ ０ ７ ０

関

係 薬物乱用 ０ ０ ０ ０ ０ ０
その他生活全般 ５ １ ０ ０ ５ １
交友関係 ６１ ５１ ０ ０ ６１ ５１

そ 身体関係 １ ６ ０ ０ １ ６
心身症 ２１ ２３ ４ ３ ２５ ２６

の
うつ状態・ノイローゼ ２２ １９ ０ ０ ２２ １９

他 ひきこもり ６ １ ０ １９ ６ ２０
その他 ２７ ２６ ０ １ ２７ ２７

合 計 ８５０ ６６７ １４ ７１ ８６４ ７３８
＋１８３ △ ５７ ＋１２６前年比増減
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(4) 資料の収集、展示及び提供〔情報交流広場（まなびの広場 （委託））〕

事 業 名 期 日 対 象 内 容

ア 道民カレッジに関わる相談や情報提供をはじめ、生涯学習
に関する図書、資料、パンフレットなどを展示・提供すると

情報交流広場 ともに、道内市町村・団体の生涯学習への取組や学習成果等
の発表や紹介の場を提供している。また、自主学習サークル
やボランティアの交流促進のためミーティングスペースを設
置している。

イ 道民カレッジに関わる相談及び情報を提供している。
・入学・称号取得手続及び相談

道民カレッジ ・講座受講の相談
情報コーナー ・ガイドブック、パンフレット、大学放送講座チラシ、連携

講座関係資料等の提供
通 年 道 民

ウ 道内市町村及び生涯学習関係団体の取組や学習成果等の発
表・紹介を行っている。

展示コーナー ・応募のあった市町村・団体の取組の紹介及び作品の展示
（下記参照）

エ 北海道に関わる図書をはじめ、道内市町村の広報誌や情報
誌、パンフレット及び団体の文芸誌などの紹介・提供を行っ

ふるさと ている。
コーナー ・地方新聞

・市町村広報紙、パンフレット
・文芸誌
・北海道関係図書・資料

、「 」 、オ 道民の申し出により 大学放送講座 録画ビデオをはじめ
教養ビデオ・エルネット放送ビデオの試写を行っている。

ビデオレファレンス
コーナー

平成25年度 まなびの広場展示実施団体

番号 実 施 期 間 実 施 団 体 名 実施内容

夷酋列像パネル展１ ４月16日 火 ～ ４月30日 火 北海道文化財保護協会（ ） （ ）

いしかり市民カレッジのＰＲ展示２ ５月２日 木 ～ ５月28日 火 いしかり市民カレッジ（ ） （ ）

道立青少年教育施設のＰＲ展示３ ６月１日 土 ～ ６月28日 金 北海道立青少年教育施設（ ） （ ）

ユネスコのＰＲ展示４ ７月１日 月 ～ ７月31日 水 札幌ユネスコ協会（ ） （ ）

大学放送講座の内容と参加大学の紹介５ ８月１日 木 ～ ８月15日 木（ ） （ ） 「ほっかいどう学」大学放送講座実行委員会

会員の水墨画色紙、掛け軸等の展示６ ８月17日 土 ～ ８月30日 金 北海道趣墨会（ ） （ ）

国立大雪青少年交流の家の紹介と展示７ ９月２日 月 ～ ９月30日 月 国立大雪青少年交流の家（ ） （ ）

文化財保護活動の内容紹介８ 10月１日 火 ～ 10月16日 水 北海道文化財保護協会（ ） （ ）

身近な自然や風景の絵画展示９ 10月21日 月 ～ 11月15日 火 絵画サークル「たんぽぽ」（ ） （ ）

会員の書と絵手紙の展示１０ 11月19日 火 ～ 11月25日 月 書と絵手紙サークル（ ） （ ）

国立日高青少年自然の家の紹介と展示１１ 12月２日 月 ～ 12月20日 金 国立日高青少年自然の家（ ） （ ）

国立大雪青少年交流の家の紹介と展示１２ １月６日 月 ～ １月31日 金 国立大雪青少年交流の家（ ） （ ）

心の教育推進キャンペーン強調月間展１３ ２月17日 月 ～ ２月28日 金 北海道心の教育推進会議（ ） （ ）

会員の写真展示１４ ３月３日 月 ～ ３月15日 土 写真集団はまなす（ ） （ ）

（Ｈ24末：14団体）
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４ 学習機会の提供

道民カレッジ事業（委託）

事 業 名 期日・場所 内 容

ほっかいどう生 通 年 道民の専門的・多様化する学習ニーズに対応するため、産学
涯学習ネットワ 官の連携による生涯学習を支援する体制の整備を図り、様々な
ークカレッジ 全道各地 学習機会を体系的に構築・提供することによって、道民の生涯
道民カレッジ 学習をより一層振興するとともに、自立した北海道を創造する（ ）

事業 人材を育成する。
◇「学びたいという意思」を唯一の入学資格とする「北海道

の生涯学習の学園」
◇全道各地で開催されている講座をだれもが受講可能
◇自分が学びたい講座を選び、自分を高めるともに、学習成

果を地域等で活用
◇学生数 ２６，２４８人（H24：２５，７９８人）

ア 主催講座 平成25年 北海道の広域性を考慮し、テレビ放送講座を通して、どこで
「ほっか 10月5日～ も誰もが学ぶことができる機会を提供している。平成23年度よ(ア)

いどう学」 11月16日 りインターネットによる動画配信の期間を1年間に延長して実
大学放送講 施している。（毎週土曜日）
座 ○７大学参加・放送回数１４回午前５時

(H24:８大学参加・放送回数１６回)～５時30分

（ ） （ 、 、 、 、 、再放送 火曜日 北海学園大学 北海道医療大学 北海道教育大学 北海道情報大学 北海道大学
札幌大学、北海道薬科大学）10月8日～

11月19日 ○番組：北海道の地域課題をテーマとした内容
（ ）ＨＢＣテレビ放送 ○受講者数 レポート提出者数 ：７７０人（ ） H24：７１１人

「ほっか 平成25年 地域の様々な機関や団体等と協働しながら地域づくり・まち(イ)

いどう学」 ７月～ づくりに関わっていくために必要なコミュニケーションの力を
地域活動推 平成26年 向上させるための講座である。
進講座 2月 ○講座回数：２圏域９回

○受講者数：延べ１７８人（ ）平成25年度～

イ 連携講座 通 年 道民カレッジに賛同する高等教育機関、市町村、民間教育事
［前期 業者及びNPO団体等が主催する事業等を連携講座として登録し

４～９月 ている。］
［後期 ○講座数 ２，８９５講座 (H24：２，８６２講座)

10～３月 ○受講者数 ８０，７１６人（H24：７７，６６６人）］
○コース「ほっかいどう学 「能力開発 「環境生活 、」、 」、 」

「健康・スポーツ 「教養」の５コースに分類」、
全道各地
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５ 教育メディアの利用促進

(1) 視聴覚教育に関する教材の収集・整備

事 業 名 期 日 対 象 内 容

視 聴 覚 教 材 通 年 官公庁、社会教育施 学習活動に必要な視聴覚教材を収集・整
収集・整備事業 設等、学校、社会教 備し、市町村や関係団体の生涯学習活動を

育関係団体、民間団 支援している。
体等

視聴覚教材分野別整備状況

学校教育 教養 その他 計家庭生活・趣味 社会教育・福祉 芸術・芸能 産業・技術 市民生活国際理解 体育・スポーツ

２２５ １，１１１ ８８８ １，０３９ ８４５ ３７５ ６１２ １３４ ６５ ５，２９４

(2) 視聴覚教育に関する教材の貸出し（委託）

事 業 名 期 日 対 象 内 容

視聴覚教材貸出 通 年 官公庁、社会教育施 学習活動に必要な視聴覚教材の貸出しを
事業 設等、学校、社会教 行い、市町村や関係団体の生涯学習活動を

育関係団体、民間団 支援している。
体等

視聴覚教材利用団体別貸出状況
前年比増減区 分 官公庁 学校 民間団体 計社会教育施設等 社会教育関係団体 その他（個人含）

０
件 数 １９ ５４ １２ １６ ９６ ０ １９７

２５ ４１ ２１ ３３ ７７ ０ １９７（H24）

０
本 数 ５０ １４１ ２９ ４１ １５２ ０ ４１３

５５ ８４ ７０ ８４ １２０ ０ ４１３（H24）

＋ ２
人 数 ７５１ ３，２１６ １，１５７ ７０３ １，７９８ ０ ７，６２５

１，１５５ ２，５７４ ９６５ １，６６８ １，２６１ ０ ７，６２３（H24）



（３）平成２５年度新着教材リスト

No タイトル サブタイトル 内容 上映時間 製作年 綱目分類

1 高齢者のレクリエーション支援 ～遊びが福祉を豊かにする～
施設・地域で行われている特色ある取り組
みを通して、高齢者のレクリエーションの
全体像を紹介します。

59 2013 社会教育・福祉

2
元気な職場をつくるメンタル
ヘルス２

第1巻　“うつ”を考える
「うつ」による休職・復帰を経験した人の
体験談を元に、「うつ」の予防と対処法、
早期回復を考えた教材です。

24 2008 社会教育・福祉

3
元気な職場をつくるメンタル
ヘルス２

第2巻　知っておきたい！過重労働対策

なぜ過重労働対策が必要なのか、メンタル
ヘルスと健康障害との関連など、過重労働
と健康の拘わりをわかりやすく解説しま
す。

23 2008 社会教育・福祉

4
元気な職場をつくるメンタル
ヘルス5

第1巻　自分の健康は自分で守る！
　　　～セルフケアとは何か～

セルフケアのポイントは、①ストレス、メ
ンタルヘルスに対して正しく理解する、②
ストレスに気づく、③ストレスに対処する
の3点です。「職業性ストレスモデル」に
沿って事例ドラマを分析。「仕事のストレ
ス要因」「仕事以外のストレス要因」「個
人の要因」「緩衝要因」を正しく理解し、
ストレスへの気づき、それぞれの対処方法
を解説していきます。

25 2013 社会教育・福祉

5
元気な職場をつくるメンタル
ヘルス5

第2巻　自分でできるストレスコントロー
ル
　　　～セルフケアのための10の方法～

仕事をしている以上、ストレスと無縁では
いられません。ストレスの影響を少なくす
るために、日常生活の中ですぐにできるス
トレス解消法をたくさん持つことが重要で
す。この教材では 「職業性ストレスモデ
ル」 の各プロセスに注目。要因ごとに4つ
の視点からセルフケアのための10の方法
をわかりやすく紹介します。

25 2013 社会教育・福祉

6
勇気を出して乳がん検診

早期発見が大切ないのちを守る
「乳がん」の発症のしくみや症状、検診と
はどういうものか、がんと診断された場合
の治療方法などを紹介します。

20 2011 社会教育・福祉

7
幼児とのかかわりを考えるシ
リーズ

【シリーズA】

①新しい先生とともに（４才児）
②はじめての幼稚園（４才児）
③こんなことがおこったら（４才児）
④新しい生活がはじまって（３才児）

20 2006 学校教育/乳幼児教育

8
幼児とのかかわりを考えるシ
リーズ

【シリーズB】

⑤せんせい、見てて（４才児）
⑥だって、やりたいんだもん（４才児）
⑦せんせいは、トオルくんとつきあってる
んだよ（４才児）

20 2006 学校教育/乳幼児教育

9
幼児とのかかわりを考えるシ
リーズ

【シリーズC】

⑧ふたりだったら　チョーさみしそう（４
才児）
⑨ここだからね　せんせい（５才児）
⑩アリちゃんはアメリカへいっちゃったの
（３才児）-３歳児・５月の生活-

20 2006 学校教育/乳幼児教育

10
自転車も車両です～交通安全
への意識改革～

自転車に乗る人をはじめドライバーや歩行
者に、「自転車も車両」という意識と責任
感を持たせ、安全ルールの基本である自転
車安全利用５則を理解させ、法規とマナー
を守るようにします。

21 2008 学校教育

11
もったいないばあさんと考え
よう世界のこと

厳しい環境で暮らす世界の子どもたちの現
状、そして、それらの問題が私たちの暮ら
しとどのようにつながっているのかを分か
りやすく伝えます。

71 2009 学校教育

12 友達の声が聴こえる？ ～本当の思いやり～

子どもたちが織りなすストーリーをとおし
て、友達の心の声に耳を傾け、相手の考え
や気持ちを尊重し、本当の思いやりとは何
かを考えさせます。

24 2013 学校教育

13 ハイジ
世界中で愛されるアルプスの少女ハイジ。
美しい山と自然を親子で楽しめる作品で
す。

281 1978 芸術・芸能/劇映画

14
エリック・カール コレク
ション はらぺこあおむし

世界中で愛されている絵本作家、エリッ
ク・カールの代表作をアニメ化した作品で
す。

33 2012 芸術・芸能/劇映画

15 藤城清治　影絵劇 第１巻
ブレーメンの音楽隊
スカンクプー
海に落ちたピアノ

39 2007 芸術・芸能/劇映画

16 藤城清治　影絵劇 第２巻
クリスマスの鐘
マッチ売りの少女

30 2008 芸術・芸能/劇映画

16
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